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(57)【要約】
【課題】大きい積み上げ荷重が作用した場合でも、側板
の座屈を防ぎやすい梱包体を提供する。
【解決手段】本発明は、平面視多角形状の底板２と、底
板２の各辺縁部から立ち上げられる複数の側板３、４と
、側板３、４の上縁部から延設されて底板２と平行に保
持される天板５、６と、を具備する薄板材料製の梱包体
１において、側板３、４のうち少なくとも一の側板が、
底板２に対する直立位置よりも該梱包体１の外側に向か
って傾斜するように立ち上げられたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面視多角形状の底板と、該底板の各辺縁部から立ち上げられる複数の側板と、該側板
の上縁部から延設されて前記底板と平行に保持される天板と、を具備する薄板材料製の梱
包体において、
　前記側板のうち少なくとも一の側板が、前記底板に対する直立位置よりも該梱包体の外
側に向かって傾斜するように立ち上げられたことを特徴とする梱包体。
【請求項２】
　請求項１に記載の梱包体において、
　前記底板が４以上の偶数辺を有する多角形状をなし、少なくとも一組の互いに対向する
側板同士が、該梱包体の外側に向かって傾斜するように立ち上げられたことを特徴とする
梱包体。
【請求項３】
　請求項２に記載の梱包体において、
　前記底板は長方形状をなし、二組の互いに対向する側板同士が、該梱包体の外側に向か
って傾斜するように立ち上げられたことを特徴とする梱包体。
【請求項４】
　請求項１、２又は３に記載の梱包体において、
　外側に向かって傾斜する側板の傾斜角は、該側板の下縁部よりも上縁部が、該梱包体を
構成する薄板材料の板厚寸法の１倍ないし１０倍の範囲内で水平方向に偏倚する角度であ
ることを特徴とする梱包体。
【請求項５】
　請求項１から４までのいずれか１項に記載の梱包体において、
　外側に向かって傾斜する複数の側板の傾斜角が全て等しいことを特徴とする梱包体。
【請求項６】
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の梱包体において、
　互いに隣接する側板同士は、一方の側板から延設された差込片を他方の側板に設けられ
たスリットに挿し込むことによって、互いに立ち上げられた状態に支持し合いながら連結
されることを特徴とする梱包体。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか１項に記載の梱包体を用いて太陽電池モジュールを梱包
する太陽電池モジュールの梱包方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、段ボールその他の薄板材料からなる梱包体と、該梱包体を利用する太陽電池
モジュールの梱包方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　物品の保管や搬送にあたって、その物品を積み重ねることがよく行われる。その際、積
み重ねられる物品の損傷や荷崩れを防ぐために、物品を梱包箱に入れたり、物品と物品の
間に緩衝材やスペーサを挟み込んだりすることも多い。
【０００３】
　特に、全体が薄くて平らな物品を保管・搬送する場合は、該物品が多段数、積み重ねら
れることとなる。特許文献１には、太陽電池モジュールのように平らな形状の物品を、安
全に、かつ効率よく保管・搬送するのに適した梱包箱として、該物品を複数個、積み重ね
た状態で、ひとまとめに梱包できるような梱包箱の構成が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００２－３０２１５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述のような梱包箱に限らず一般的に、物品を入れた梱包箱を多段数、積み上げた場合
、下段の梱包箱には大きい積み上げ荷重が作用する。すると、図９に示すように、下段の
梱包箱９の側板が座屈して外側に膨出し、「胴膨れ」あるいは「腰折れ」と称される状態
になりやすい。このようにして梱包箱の外観が劣化すると、内容物品には損傷がなくても
商品価値が低下してしまう。特許文献１記載の梱包箱においても、このような問題に対す
る有効な工夫は施されていない。
【０００６】
　本発明はかかる事情に鑑みてなされたもので、特に大きい積み上げ荷重が作用した場合
でも、側板の座屈を防ぎやすい構造を備えた梱包体を提案するものである。
【０００７】
　併せて本発明は、かかる梱包体を利用した太陽電池モジュールの梱包方法を提案するも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明は、平面視多角形状の底板と、該底板の各辺縁部か
ら立ち上げられる複数の側板と、該側板の上縁部から延設されて前記底板と平行に保持さ
れる天板と、を具備する薄板材料製の梱包体において、前記側板のうち少なくとも一の側
板が、前記底板に対する直立位置よりも該梱包体の外側に向かって傾斜するように立ち上
げられたことを特徴とする梱包体を提供する。
【０００９】
　この構成によれば、梱包体を積み上げたときに、上段に位置する梱包体の底板の辺縁部
が、下段に位置する梱包体の天板の辺縁よりも内側に載ることになるので、下段の梱包体
の側板には板材面内方向の圧縮荷重がかからなくなって、該側板が座屈しにくくなる。
【００１０】
　この発明における具体的態様としては、前記底板が４以上の偶数辺を有する多角形状を
なし、少なくとも一組の互いに対向する側板同士が、該梱包体の外側に向かって傾斜する
ように立ち上げられるのが好ましい。かかる構成を採用することにより、梱包体全体の力
学的なバランスを保ちやすくなる。
【００１１】
　さらに、前記底板が長方形状をなし、二組の互いに対向する側板同士が、該梱包体の外
側に向かって傾斜するように立ち上げられるのが、より好ましい。かかる構成を採用する
ことにより、特に上面視矩形の物品を合理的に梱包することができる。
【００１２】
　また、この発明において、外側に向かって傾斜する側板の傾斜角は、該側板の下縁部よ
りも上縁部が、該梱包体を構成する薄板材料の板厚寸法の１倍ないし１０倍の範囲内で、
水平方向に偏倚する角度になるのが好ましい。側板の傾斜角をこのように規定すれば、上
段に位置する梱包体の底板の辺縁部を、下段に位置する梱包体の天板の辺縁にごく近い位
置に載せることができ、側板の面内方向にかかる圧縮荷重を逃がしつつ、側板全体による
支持力を好適に確保することができる。
【００１３】
　さらに、外側に向かって傾斜する複数の側板の傾斜角を全て等しくすることにより、梱
包体全体の力学的なバランスを一層、好適化することができる。
【００１４】
　また、本発明において、互いに隣接する側板同士は、一方の側板から延設された差込片
を他方の側板に設けられたスリットに挿し込むことによって、互いに立ち上げられた状態
に支持し合いながら連結されるように構成されてもよい。この構成を採用することにより
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、側板同士の連結強度を確保しやすくなる。
【００１５】
　また、本発明の太陽電池モジュールの梱包方法は、前述の構成を具備する梱包体を用い
て、太陽電池モジュールを梱包することを特徴とする。これにより、大型の太陽電池モジ
ュールであっても、容易に、かつ複数段、積み上げても破損しにくい状態に梱包すること
ができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の梱包体によれば、梱包体を積み上げたときに、上段に位置する梱包体の底板の
辺縁部が、下段に位置する梱包体の天板の辺縁よりも僅かに内側に載ることになる。した
がって、下段の梱包体の側板には板材面内方向の圧縮荷重がかからなくなって、該側板が
座屈しにくくなる。これにより、梱包体の変形による商品価値の減損や、商品自体の損傷
を回避することができる。
【００１７】
　また、発明の太陽電池モジュールの梱包方法を採用することにより、大型の太陽電池モ
ジュールでも容易に梱包することができ、かつ複数段、積み上げても破損しにくい状態で
保管したり搬送したりすることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の梱包体の基本概念モデルを示す側面図である。
【図２】本発明の梱包体の基本概念モデルを示す展開図である。
【図３】本発明の梱包体の実施形態を示す展開図である。
【図４】図３に示した梱包体の角部拡大図である。
【図５】図３に示した梱包体を用いて太陽電池モジュールを梱包する過程の中間段階［Ａ
］を示す斜視図である。
【図６】図５中の丸囲み部分の組み立て構造を拡大して示す部分斜視図である。
【図７】図３に示した梱包体を用いて太陽電池モジュールを梱包する過程の中間段階［Ｂ
］～［Ｃ］を示す斜視図である。
【図８】図７中の丸囲み部分の組み立て構造を拡大して示す部分斜視図である。
【図９】従来の梱包箱を積み上げたときの問題点を示す概念図である。
【図１０】段ボールの流れ方向及び段方向の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　［基本概念］
　図１～図２は、本発明の基本概念モデルを示す。本発明の梱包体１は、薄板材料を箱状
もしくはそれに類する有底の容器状に組み立てて形成されるものである。薄板材料として
は、主として紙製段ボールやプラスチック製段ボールが好適に利用されるが、これらに限
らず、例えば木質材料や合成樹脂材料等からなる、若干の可撓性を備えた各種シート材も
利用可能である。
【００２０】
　本発明の梱包体１は、平面視多角形状の底板２と、底板２の各辺縁部から立ち上げられ
る複数の側板３、４と、側板３、４の上縁部からそれぞれ延設されて底板２と平行に保持
される天板５、６と、を具備する。ここで「平面視」とは、通常の載置態様を垂直上方か
ら見た状態をいう。また「多角形状」とは、三角形を含み、主として四角形、さらに五角
形や六角以上の多角形等を含む。多角形の辺の数は偶数・奇数のいずれでもよいが、辺数
が偶数の線対称形状であれば、梱包体１全体としての力学的バランスを好適化しやすい。
【００２１】
　図１～図２に示した基本概念モデルは平面視長方形状の底板２を有し、その長辺縁部及
び短辺縁部から、長手側の側板３及び短手側の側板４がそれぞれ延出される。長手側の側
板３と短手側の側板４とは、立ち上げたときの高さが揃うように形成され、適宜の連結手
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段により隅角部で連結される。隅角部の連結手段としては、例えば一方の側板から延設さ
れた差込片を他方の側板に設けられたスリットに挿し込んで係合させる形態（後述の実施
形態）や、両側板の一部同士をボンド、ホットメルトその他の接着剤によって接着する形
態などを採用することができる。長手側の側板３及び短手側の側板４の各上縁部には、梱
包体１の天面の一部を構成する長手側の天板５及び短手側の天板６が、それぞれ適宜の幅
で延出され、それらの天板５、６が底板２と平行に保持される。
【００２２】
　本発明の要部は、かかる梱包体１において、少なくとも一の側板３又は４が、底板２に
対する直立位置よりも梱包体１の外側に向かって傾斜するように立ち上げられる点にある
。側板３又は４が梱包体１の外側に向かって傾斜するということは、側板３又は４の傾斜
角（底板２と側板３又は４との内角）θが９０度よりも大きくなる、ということである。
傾斜する側板３又は４は複数であってもよく、さらに、互いに対向する位置関係にあると
、力学的なバランスを取りやすくなって、より好ましい。
【００２３】
　側板３又は４の傾斜角θは、傾斜する側板３又は４の下縁部よりも上縁部が、該梱包体
１を構成する薄板材料の板厚寸法の１倍ないし１０倍の範囲内で、水平方向に偏倚する角
度、を目安とする。これは、図１において、薄板材料の板厚寸法をｔ、側板３又は４の下
縁部に対する上縁部の水平偏倚寸法をδとしたとき、［ｔ≦δ≦１０ｔ］となるような傾
斜角である。傾斜角θが小さすぎると、側板３又は４の面内方向にかかる圧縮荷重を逃が
しにくいが、傾斜角θが大きくなりすぎると、側板３又は４を外側に倒そうとする力が大
きく作用して、隣接する側板同士の連結箇所に負担がかかり、結果的に天板５、６を支持
する力が弱くなる。かかる理由から、本発明においては、「外側に向かって傾斜する側板
」の実用的な設計条件を前記のように定める。
【００２４】
　外側に向かって傾斜する側板が複数設けられる場合、それぞれの側板の傾斜角は多少、
異なっていてもよいが、例示の基本概念モデルでは、長手側の側板３及び短手側の側板４
ともに傾斜角θが揃えられており、よって全ての側板３、４が逆・等角台形状になってい
る。
【００２５】
　このように構成された梱包体１を積み上げると、図１に示すように、上段に位置する梱
包体１の底板２の辺縁部が、下段に位置する梱包体１の天板５、６の辺縁部よりも僅かに
内側に載ることになる。その結果、下段の梱包体１の側板３、４には、面内方向の圧縮荷
重がかからなくなって、側板３、４が座屈しにくくなる。
【００２６】
　［実施形態］
　図３～図８は、本発明の実施形態に係る梱包体と、それによる太陽電池モジュールの梱
包方法を示す。例示した梱包体１０は、上面視長方形状をなす太陽電池モジュールＰ１、
Ｐ２を２枚重ねて、水平な姿勢になるように梱包するためのものである。例示した太陽電
池モジュールＰ１、Ｐ２は同一であり、比較的大型の平らなモジュール本体の四周に適宜
の枠体が取り付けられている。
【００２７】
　梱包体１０は、図３に示すように、紙製段ボールからなる１枚のブランクを組み立てて
形成される。以下の説明において、梱包体１０の展開図や組み立て過程を示す斜視図には
、「切り罫線」を実線で示し、「折り罫線」を破線で示す。また、説明の便宜上、段ボー
ルの成形ラインに沿って段（フルート）が反復形成される方向を「流れ方向（Ｘ）」、こ
の流れ方向（Ｘ）に直交して段ボール成形ラインの幅を規定する方向を「段方向（Ｙ）」
、それら流れ方向（Ｘ）及び段方向（Ｙ）を含む平面に対して直交する方向を「高さ方向
（Ｚ）」と定める（図１０参照）。
【００２８】
　梱包体１０の底板２０は、流れ方向を長手とする長方形状をなしている。この底板２０
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の寸法は、太陽電池モジュールＰ１、Ｐ２の外形寸法よりも僅かに大きくなるように形成
されている。図５に示すように、この底板２０の上に下段（１枚目）の太陽電池モジュー
ルＰ１が水平に載置される。
【００２９】
　底板２０の長辺縁部には長手側の側板３０が延出され、該長辺縁部に形成される折り罫
線２１を折り目として立ち上げられる。また、底板２０の短辺縁部には短手側の側板４０
が延出され、該短辺縁部に形成される折り罫線２２を折り目として立ち上げられる。長手
側の側板３０及び短手側の側板４０の高さ寸法は、太陽電池モジュールＰ１、Ｐ２を２枚
重ねた厚さよりも僅かに大きくなるように形成されている。
【００３０】
　図４に示すように、長手側の側板３０は、その下縁長よりも上縁長が若干、長い逆・等
角台形状になっている。この例では段ボールの板厚が約３ｍｍで、長手側の側板３０の下
縁長と上縁長との寸法差は段ボールの板厚とほぼ同じであり、該側板３０の下隅角αは約
９３度である。この下隅角αが、隣接する短手側の側板４０を外側に向かって傾斜させる
ことになる。
【００３１】
　長手側の側板３０には、短手側の側板４０との連結（後述）に利用されるスリット３１
が形成されている。スリット３１は、長手側の側板３０を立ち上げた状態で、該側板３０
の側縁部の下縁部寄りに開口し、該側縁部から該側板３０の中央側に向かって登り斜行し
つつ湾曲し、該側板３０の高さの略半分まで達する形状を有している。
【００３２】
　短手側の側板４０も、その下縁長より上縁長が若干、長い逆・等角台形状になっており
、下縁長と上縁長との寸法差は段ボールの板厚とほぼ同じ約３ｍｍで、該側板４０の下隅
角βは約９３度である。この下隅角βが、隣接する長手側の側板３０を外側に向かって傾
斜させることになる。
【００３３】
　なお、段ボールの板厚は例えば５ｍｍでもよい。また、長手側の側板３０及び短手側の
側板４０の下縁長と上縁長との寸法差は、それぞれ段ボールの板厚の１～１０倍程度、該
側板３０、４０の下隅角α、βはそれぞれ９３～９５度程度に設定することができる。
【００３４】
　短手側の側板４０の両側縁部近傍には、該側板４０の一部分を三角形状に分割した側板
分割部４１が形成されている。側板分割部４１は、短手側の側板４０の下隅部から該側板
４０の中央側に適宜寸法だけ離れたポイントと、短手側の側板４０の上隅部とを直線的に
結ぶ切り罫線４２によって、短手側の側板４０の本体部分から分割されており、該本体部
分から独立して立ち上げることができる。
【００３５】
　側板分割部４１の側縁部には、長手側の側板３０との連結に利用される側板連結片４３
が延設される。図５～図６に示すように、側板連結片４３は、側板分割部４１とともに立
ち上げられた状態で、側板分割部４１の側縁部に形成される折り罫線４４を折り目として
折り曲げられ、長手側の側板３０に重ねられる。
【００３６】
　側板連結片４３には、縁部が略矩形をなす上半部補強片４５と、縁部が略Ｃ字状に湾曲
した下半部差込片４６とが設けられる。上半部補強片４５は、その上縁部と前記折り罫線
４４とのなす角度γが長手側の側板３０の上隅角γと略等しくなるように形成され（図４
参照）、長手側の側板３０の上縁部に沿って、長手側の側板３０の外側面に重ねられる。
下半部差込片４６は、長手側の側板３０に形成されたスリット３１に差し込まれて長手側
の側板３０と係合する。こうして、短手側の側板４０の一部分を構成する側板分割部４１
と長手側の側板３０とが、側板連結片４３を介して互いに支持し合う状態で立ち上げられ
る。
【００３７】
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　また、長手側の側板３０における、スリット３１からやや中央側に離れた位置に、後述
する短手側の天板６０との連結に利用される差込溝孔３２が形成されている。差込溝孔３
２は、長手側の側板３０の略半分の高さの位置で水平に延び、その下縁中央に略半円状の
解梱用指掛かり部３３を有している。
【００３８】
　また、長手側の側板３０の中間部分２ヶ所には、積み重ねられる太陽電池モジュールＰ
１、Ｐ２の間に挟み込むための仕切りフラップ３４が設けられている。仕切りフラップ３
４は、長手側の側板３０の下半部を、水平方向の折り罫線３５を底辺とする台形状に打ち
抜いて形成され、該折り罫線３５を折り目として梱包体１０の内側に折り込まれる。該折
り罫線３５は、該側板３０の略半分の高さに位置しており、図５～図６に示すように、折
り込まれた仕切りフラップ３４が、下段に載置される太陽電池モジュールＰ１の長辺縁部
の上面に被せられる。
【００３９】
　さらにまた、長手側の側板３０に形成されたスリット３１の上側部分３６も、前記折り
罫線３５と同じ高さの折り罫線３７を折り目として内側に折り込まれ、下段に載置される
太陽電池モジュールＰ１の隅部の上面に被せられる。
【００４０】
　こうして、底板２０上に下段の太陽電池モジュールＰ１が載置され、長手側の側板３０
と、短手側の側板４０の側板分割部４１とが立ち上げられて互いに連結され、長手側の側
板３０の仕切りフラップ３４が折り込まれて下段の太陽電池モジュールＰ１に被せられた
後、図７に示すように、２枚目（上段）の太陽電池モジュールＰ２が重ねて載置される。
本来連続した一つの構造要素となる短手側の側板４０を本体部分と側板分割部４１とに分
割し、側板分割部４１のみを先に立ち上げて長手側の側板３０と連結することにより、梱
包される太陽電池モジュールＰ１、Ｐ２が大型の場合でも、特に上段の太陽電池モジュー
ルＰ２を下段の太陽電池モジュールＰ１の上に、正確に重ねやすくなる。上段の太陽電池
モジュールＰ２が適切に載置された後、短手側の側板４０の本体部分が立ち上げられる。
【００４１】
　長手側の側板３０の上縁部には、梱包体１０の天面の一部を構成する長手側の天板５０
が延出されている。長手側の天板５０は、四隅が直角の長方形状をなしている。この長手
側の天板５０が、長手側の側板３０の上縁部に形成される折り罫線３８を折り目として梱
包体１０の内側に折り込まれ、上段の太陽電池モジュールＰ２に被せられる。
【００４２】
　短手側の側板４０の上縁部にも、梱包体１０の天面の一部を構成する短手側の天板６０
が延出されている。短手側の天板６０も、四隅が直角の長方形状をなしている。そして、
短手側の天板６０の側縁部に、長手側の側板３０との連結に利用される略台形状の天板連
結片６１が延設される。図７～図８に示すように、天板連結片６１は、短手側の天板６０
を上段の太陽電池モジュールＰ２に被せた状態で、短手側の天板６０の側縁部に形成され
る折り罫線６２を折り目として下方に折り曲げられ、長手側の側板３０の外面側に重ねら
れる。
【００４３】
　天板連結片６１の先端には、略矩形の先端差込片６３が突設されている。先端差込片６
３は、長手側の側板３０に形成された差込溝孔３２に差し込まれて長手側の側板３０と係
合する。その際、先端差込片６３を水平方向に折り込んで、下段の太陽電池モジュールＰ
１、Ｐ２と上段の太陽電池モジュールＰ２との間に、仕切りとして挿入してもよい。
【００４４】
　かかる構成により、短手側の天板６０が長手側の天板５０に重ねられた状態で、天板連
結片６１を介して長手側の側板３０に連結される。この構造は、長手側の側板３０と短手
側の側板４０との連結箇所を、その上方に被せられた短手側の天板６０が補強するかたち
になっている。このようにして梱包体１０が組み立てられた後、例えばＰＰバンドのよう
な締結帯７０を用いて、梱包体１０全体の形態を保持してもよい。
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　なお、例示した実施形態は一例であって、本発明の梱包体は、少なくとも一の側板を外
方に向かって僅かに傾斜させる、という要旨を逸脱しない範囲で、適宜改変して実施する
ことが可能である。梱包体の各面は、一枚の薄板材料によって連続一体的に形成されてい
てもよいし、いくつかの面ごとに分割された複数枚の薄板材料を接着するなどして形成さ
れていてもよい。傾斜させる側板は、全ての面ではなく、梱包体の全体的な形状に応じて
限定されてもよい。薄板材料として段ボールを採用する場合は、流れ方向と段方向とで強
度が異なる（通常、流れ方向よりも段方向のほうが面内圧縮力に対して座屈しにくい。）
ので、例えば、側板の高さ方向が段ボールの流れ方向になる面のみを傾斜させる、といっ
た構成も実用的である。隣接する側板同士の連結手段には各種の接着剤を利用することも
できる。
【００４６】
　また、梱包される物品も太陽電池モジュールに限定されるものではなく、該物品の梱包
数量も任意である。太陽電池モジュールを梱包する場合も、その種類（例えば太陽電池セ
ルの組成や発電方式等）が限定されるものではない。複数枚の太陽電池モジュールを重ね
る場合、その向きは、太陽電池モジュールの枠体の形状等に応じて上向き、下向き、ある
いは上下向かい合わせなど、適宜に選択されればよい。
【符号の説明】
【００４７】
　１　　梱包体
　１０　梱包体
　２　　底板
　２０　底板
　３　　長手側の側板
　３０　長手側の側板
　３１　スリット
　４　　短手側の側板
　４０　短手側の側板
　４１　側板分割部
　４３　側板連結片
　４６　下半部差込片
　５　　長手側の天板
　５０　長手側の天板
　６　　短手側の天板
　６０　短手側の天板
　６１　天板連結片
　Ｐ１　太陽電池モジュール
　Ｐ２　太陽電池モジュール
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